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氏名（敬称略） 担当・役割 担当期間（年） 調査日 備考
バーバラ・ルーシュ 代表・設立 2007 ～現在 2016 年 8 月 17 日 アメリカ在住のためメールにて回答
中村仁美 篳篥指導 2007 ～現在 2016 年 8 月 2 日
宮田まゆみ 笙指導 2007 ～現在 2016 年 8 月 4 日
三浦礼美 笙指導 2007 ～現在 2016 年 8 月 1 日
笹本武志 龍笛指導 2007 ～現在 2016 年 7 月 29 日
一方、習う側からのフィードバックとして、そしてプログラムの成果を見るために、歴代参加者（海
外在住）全員にメールによるアンケート調査を試みた。アンケート調査は基本的に参加年の体験後に行っ
たが、2015 年以前の参加者については 2016 年 7 月に一斉に実施した。アンケート内容は、コロンビア
大学の授業を履修した経緯、プログラムの生活面及び教習面、伝統的な教習方法、参加しての所感、プ
ログラムの評価などである。
雅楽部門のこれまでの参加者は 33 名 8 であり、専攻楽器は三管（篳篥・龍笛・笙）を中心とされており、
各配分人数は年毎に異なる。楽器別の参加者数 ( 延べ人数 ) を表 2にまとめた。このうちアンケート調
査の回答が得られたのは、19 名であった。
表 2　参加者の楽器別人数の推移（単位：人）
年度 篳篥 龍笛 笙 その他 小計
2007 2 2 4
2008 1 3 4




年度 篳篥 龍笛 笙 その他 小計
2010 1 2 3
2011 東日本大震災により中止
2012 1 １
2013 2 1 3
2014 1 1 1 3
2015 1 2 3
2016 2 1 1 楽箏 1 5
2017 1 1 1 3
2018 1 1
















音楽を学ぶこともある。年度にもよるが、笙の学生数は初級で 10 名弱、中級が 5名ほど、そして上級
が 1～ 2名になる。月 1度の合奏練習以外では、学生は三管（篳篥、龍笛、笙）から選択し、楽器ごと
に別々の部屋で授業を受ける。授業は日本語で進められ、MPプログラム参加者の日本語能力に応じて、
講師が個別に英語で対応する。

















『Columbia Spectators』の記事 11 にも記載されている通り、練習部屋の不足が指摘されている。しかし、
これらはピアノや大型打楽器などが利用可能な部屋を指しており、多くの施設が 24 時間、アクセスが
可能であることを考慮すれば、雅楽の管楽器の練習場所を確保することは、難しいとは言えない。また、











国立音楽大学 8:00 ‒ 20:50 8:00 ‒ 20:50 9:00 ‒ 16:50
コロンビア大学 24 時間 24 時間 24 時間












































































参加者 13 龍笛 唱歌を覚えることにより、曲そのものを覚えてしまうことが可能なので助かります。





































参加者 4 篳篥 日本語、もしくは中国語が読めない人にとっては苦痛であるかもしれません。




























参加者 11 笙 楽譜からは読み取れない情報に接することができました。
具体的には、口頭伝承によって、雅楽や楽器に関する文化、笙の手移りなどが学べると回答している。
回答者 専攻楽器 回答（下線は筆者加筆）















































































































1  Mentor は「師匠」、Protégé は「弟子」を意味し、当プログラムでは師匠と弟子が対峙する口頭伝承による
和楽器の稽古が中心となる。
2  山本華子 2017。
3  山本華子 2018。
4  月溪 2010：55。
5  日本音楽の教育と研究をつなぐ会編集委員会（薦田治子）2018：2。
6   「日本音楽の教育と研究をつなぐ会」は伝統音楽に関わるより良い音楽教育実践の在り方を考えるグループ
であるが、日本音楽の将来のための教育の役割を重視し、研究者がコーディネーターとなって、演奏家、学校、
教育行政のネットワークの構築をめざし、最近では唱歌を用いた学習の研究、教材作り、普及活動などを行っ
ている。https://tsunagu-japanesemusic.blogspot.com/（2018 年 8 月 24 日アクセス）。
7  月溪 2010：60。
8  2 回参加した者が１名いるが、専攻楽器が異なるため、述べ人数を示した。
9  コロンビア大学には器楽専攻がなく、音楽専攻は、作曲（Composition）、音楽理論（Music Theory）、音楽
学（Musicology）、または民族音楽学（Ethnomusicology）のいずれかに当てはまる。
10  http://www.kunitachi.ac.jp/undergraduate/oﬃ  ce/index.html（2018 年 8 月 24 日アクセス）。
11  Columbia Spectators「For Columbia musicians, lack of campus practice space hinders talent」（2018 年 1 月
19 日付）。
















25 アンケート回答は、「一対一の口頭伝承 (oral tradition) はどうでしたか」の質問回答を取り上げた。
26 ある音から別の音に移る際に、微妙な音の変化を添える篳篥の奏法。
27 遠藤徹、S.G. ネルソン 2000：173、175、181。
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